
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 四国財務局長

【提出日】 平成25年３月15日

【四半期会計期間】 第13期 第１四半期(自 平成24年11月１日  至 平成25年１月31日)

【会社名】 ベルグアース株式会社

【英訳名】 Berg Earth co.,ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  山口 一彦

【本店の所在の場所】 愛媛県宇和島市津島町北灘甲88番地１

【電話番号】 0895-20-8231(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役経営管理部長  越智 正勝

【最寄りの連絡場所】 愛媛県宇和島市津島町北灘甲88番地１

【電話番号】 0895-20-8231(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役経営管理部長  越智 正勝

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

　 (大阪市中央区北浜一丁目８番16号)

　

EDINET提出書類

ベルグアース株式会社(E25969)

四半期報告書

 1/15



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第12期

第１四半期累計期間
第13期

第１四半期累計期間
第12期

会計期間
自  平成23年11月１日
至  平成24年１月31日

自  平成24年11月１日
至  平成25年１月31日

自  平成23年11月１日
至  平成24年10月31日

売上高 (千円) 389,830 397,625 3,573,012

経常利益又は経常損失(△) (千円) △132,945 △137,047 177,073

四半期純損失(△)又は当期純利益 (千円) △81,163 △84,833 92,549

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ― ―

資本金 (千円) 331,494 331,494 331,494

発行済株式総数 (株) 1,269,900 1,269,900 1,269,900

純資産額 (千円) 725,205 808,561 898,898

総資産額 (千円) 1,937,500 2,171,319 2,405,335

１株当たり四半期純損失金額(△)
又は１株当たり当期純利益金額

(円) △69.21 △66.80 74.31

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 5.00

自己資本比率 (％) 37.4 37.2 37.4

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

　
２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政権交代後の経済政策への期待感から、金融市場では先

行して円安・株高に転じており、本格的な景気回復への期待感が高まってまいりました。

一方、当社の属する国内農業の状況は、政権交代による期待感はあるものの、依然として先行きは不透

明な状況が続いております。

当社の売上高は、主力製品である野菜苗需要が当社の第１四半期に当たる11月～１月には全国的に減

少するため、第１四半期累計期間の売上高が他の四半期会計期間の売上高と比較して少額となる季節的

変動があります。さらに、燃料費などの季節的な製造経費が増加する上、減価償却費や間接部門の人件費

などは各四半期に概ね均等に発生するという季節的な業績変動要因があります。

このような状況のもと、生産能力の拡大及び営業強化により、当第１四半期累計期間の売上高は

397,625千円と前年同四半期と比べ7,794千円(2.0％)の増収となったものの、規模拡大に伴う製造コスト

が増加した結果、営業損失は143,290千円(前年同四半期は営業損失127,182千円)、経常損失は137,047千

円(前年同四半期は経常損失132,945千円)、四半期純損失は84,833千円(前年同四半期は四半期純損失

81,163千円)となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（野菜苗生産販売事業）

当事業部門における当第１四半期累計期間の売上高は324,357千円と前年同四半期と比べ14,984千

円(4.8％)の増収となりました。一方、損益面につきましては、季節的な業績変動要因に加え、平成24年

３月に新設した茨城農場に係る製造コストが純増した結果、セグメント損失(営業損失)は62,082千円

(前年同四半期はセグメント損失44,483千円)となりました。
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品目分類別の売上高は次のとおりであります。

品目分類 売上高 (千円) 前年同四半期比 (％)

トマト苗 112,955 116.0

キュウリ苗 135,257 94.9

ナス苗 15,490 89.4

スイカ苗 6,154 117.0

メロン苗 48,281 127.9

ピーマン類苗 (注) 658 33.4

その他苗 5,558 77.3

合　計 324,357 104.8

(注)  ピーマン類として、ピーマン・パプリカ・シシトウ・トウガラシをまとめて表示しています。

　

規格分類別の売上高は次のとおりであります。

規格分類 売上高 (千円) 前年同四半期比 (％)

ポット苗(7.5㎝～15㎝) 143,859 105.9

当社オリジナル(アースストレート苗、ヌードメイク
苗、ｅ苗シリーズ等)

130,790 109.9

セル苗(288穴～72穴) 45,256 93.2

その他 4,451 74.6

合　計 324,357 104.8

(注)  ポット苗は、ポリエチレンのポット(ポリ鉢)で育苗した一般的な苗であり、ポットのサイズが大きくなる

と苗のサイズも大きくなります。セル苗は、小さな穴が連結した容器(セルトレー)で育苗した苗であり、穴

数が増えると苗のサイズが小さくなります。

　

納品地域分類別の売上高は次のとおりであります。

納品地域分類 売上高 (千円) 前年同四半期比 (％)

北海道・東北 24,870 169.6

関東 236,171 105.2

中部・甲信越・北陸 37,236 98.1

近畿・中国・山陰 15,372 84.3

四国 6,289 83.1

九州・沖縄 4,416 69.7

合　計 324,357 104.8
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（流通事業）

当事業部門における当第１四半期累計期間の売上高は73,268千円と前年同四半期と比べ7,189千円

(8.9％)の減収となりました。また、損益面につきましては、農産物の仕入販売部門における原価率の改

善や輸送コストの削減等に努めた結果、セグメント損失(営業損失)は9,989千円(前年同四半期はセグ

メント損失18,322千円)となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比べ234,015千円(9.7％)減少の2,171,319千円と

なりました。これは、現金及び預金が85,409千円、たな卸資産が94,131千円それぞれ増加した一方で、受取

手形及び売掛金が457,888千円減少したこと等によるものであります。

負債は、前事業年度末と比べ143,678千円(9.5％)減少の1,362,757千円となりました。これは、短期借入

金が50,000千円増加した一方で、支払手形及び買掛金が118,485千円、未払法人税等が33,979千円、長期借

入金が35,616千円それぞれ減少したこと等によるものであります。

純資産は、前事業年度末と比べ90,336千円(10.0％)減少の808,561千円となりました。これは、剰余金の

配当及び四半期純損失の計上により利益剰余金が91,183千円減少したこと等によるものであります。

　
(3) 研究開発活動

当第１四半期累計期間の研究開発費の総額は4,780千円であります。

なお、当第１四半期累計期間において当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 3,500,000

計 3,500,000

　

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年１月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年３月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,269,900 1,269,900
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
100株

計 1,269,900 1,269,900 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年11月１日～
平成25年１月31日

― 1,269,900 ― 331,494 ― 241,494

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

ベルグアース株式会社(E25969)

四半期報告書

 6/15



　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年１月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,269,200 12,692 ―

単元未満株式 普通株式       700― ―

発行済株式総数 1,269,900 ― ―

総株主の議決権 ― 12,692 ―

(注) 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日(平成24年10月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

　

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成24年11月１日から

平成25年１月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成24年11月１日から平成25年１月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年10月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 167,045 252,455

受取手形及び売掛金 765,173 307,285

商品及び製品 6,128 7,038

仕掛品 45,448 124,480

原材料及び貯蔵品 71,645 85,834

その他 41,950 114,562

貸倒引当金 △1,646 △653

流動資産合計 1,095,746 891,003

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 616,242 608,648

機械及び装置（純額） 118,276 113,012

土地 419,876 419,876

その他（純額） 9,850 10,861

有形固定資産合計 1,164,245 1,152,398

無形固定資産 35,899 34,966

投資その他の資産 ※１
 109,443

※１
 92,950

固定資産合計 1,309,588 1,280,316

資産合計 2,405,335 2,171,319

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 363,666 245,181

短期借入金 ※２
 250,000

※２
 300,000

1年内返済予定の長期借入金 159,880 150,961

未払法人税等 35,777 1,798

賞与引当金 33,500 16,143

その他 121,074 141,272

流動負債合計 963,898 855,356

固定負債

長期借入金 515,136 479,520

資産除去債務 25,351 25,474

その他 2,050 2,407

固定負債合計 542,537 507,401

負債合計 1,506,436 1,362,757

純資産の部

株主資本

資本金 331,494 331,494

資本剰余金 241,494 241,494

利益剰余金 325,929 234,746

株主資本合計 898,917 807,734

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △19 827

評価・換算差額等合計 △19 827

純資産合計 898,898 808,561

負債純資産合計 2,405,335 2,171,319
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成23年11月１日
　至 平成24年１月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成24年11月１日
　至 平成25年１月31日)

売上高 ※
 389,830

※
 397,625

売上原価 373,950 387,943

売上総利益 15,880 9,681

販売費及び一般管理費 143,062 152,972

営業損失（△） △127,182 △143,290

営業外収益

受取利息 1 2

受取手数料 5,604 2,474

補助金収入 500 850

貸倒引当金戻入額 － 2,778

その他 1,817 1,581

営業外収益合計 7,923 7,686

営業外費用

支払利息 2,179 1,437

株式交付費 1,891 －

上場関連費用 9,614 －

その他 － 6

営業外費用合計 13,685 1,443

経常損失（△） △132,945 △137,047

特別利益

受取保険金 660 －

特別利益合計 660 －

特別損失

リース解約損 788 －

特別損失合計 788 －

税引前四半期純損失（△） △133,073 △137,047

法人税、住民税及び事業税 312 388

法人税等調整額 △52,223 △52,601

法人税等合計 △51,910 △52,213

四半期純損失（△） △81,163 △84,833
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【会計方針の変更等】

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年11月１日以後に取得した有形固

定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　なお、この変更による当第１四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※１  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　
前事業年度

(平成24年10月31日)
当第１四半期会計期間
(平成25年１月31日)

投資その他の資産 4,671千円 2,885千円

　

※２  当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行４行と当座貸越契約を締結しております。前

事業年度末及び当第１四半期会計期間末における当座貸越契約に係る借入金の未実行残高は次のとお

りであります。

　
前事業年度

(平成24年10月31日)
当第１四半期会計期間
(平成25年１月31日)

当座貸越極度額の総額 500,000千円 500,000千円

借入実行額 250,000千円 300,000千円

差引額 250,000千円 200,000千円

　
(四半期損益計算書関係)

※  売上高の季節的変動

前第１四半期累計期間（自  平成23年11月１日  至  平成24年１月31日）及び当第１四半期累計期間

（自  平成24年11月１日  至  平成25年１月31日）

当社の売上高は、主力製品である野菜苗需要が当社の第１四半期に当たる11月～１月には全国的に減

少するため、第１四半期累計期間の売上高が他の四半期会計期間の売上高と比較して少額となる季節的

変動があります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
(自  平成23年11月１日
至  平成24年１月31日)

当第１四半期累計期間
(自  平成24年11月１日
至  平成25年１月31日)

減価償却費 21,870千円 28,356千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自  平成23年11月１日  至  平成24年１月31日)

配当金支払額

該当事項はありません。

　
当第１四半期累計期間(自  平成24年11月１日  至  平成25年１月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年１月30日
定時株主総会

普通株式 6,349 5.00平成24年10月31日 平成25年１月31日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間(自  平成23年11月１日  至  平成24年１月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期損益計算
書計上額
（注）２野菜苗生産販売

事業
流通事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 309,373 80,457 389,830 ― 389,830

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 309,373 80,457 389,830 ― 389,830

セグメント損失(△) △44,483 △18,322 △62,805 △64,377△127,182

(注) １　セグメント損失(△)の調整額△64,377千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であり、主に報告
セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント損失(△)は、四半期損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。

　

当第１四半期累計期間(自  平成24年11月１日  至  平成25年１月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期損益計算
書計上額
（注）２野菜苗生産販売

事業
流通事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 324,357 73,268 397,625 ― 397,625

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 324,357 73,268 397,625 ― 397,625

セグメント損失(△) △62,082 △9,989 △72,072 △71,218△143,290

(注) １　セグメント損失(△)の調整額△71,218千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であり、主に報告
セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント損失(△)は、四半期損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴

い、当第１四半期会計期間より、平成24年11月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法

人税法に基づく減価償却方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に

基づく方法に変更しております。

なお、この変更による当第１四半期累計期間のセグメント損益に与える影響は軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期累計期間
(自  平成23年11月１日
至  平成24年１月31日)

当第１四半期累計期間
(自  平成24年11月１日
至  平成25年１月31日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △69円21銭 △66円80銭

   (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損失金額(△)(千円) △81,163 △84,833

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △81,163 △84,833

    普通株式の期中平均株式数(株) 1,172,730 1,269,900

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　

　
２ 【その他】

該当事項はありません。

　

　
　
　
　
　
第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年３月12日

ベルグアース株式会社

取締役会  御中

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    目   細       実       印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    田   中    賢   治     印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているベル
グアース株式会社の平成24年11月１日から平成25年10月31日までの第13期事業年度の第１四半期会計期間

(平成24年11月１日から平成25年１月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成24年11月１日から平成25年１
月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期
レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ベルグアース株式会社の平成25年１月31日現在の財政
状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が
すべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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